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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2006-521303(P2006-521303A)
【公表日】平成18年9月21日(2006.9.21)
【年通号数】公開・登録公報2006-037
【出願番号】特願2006-504600(P2006-504600)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/89     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   8/89    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/12    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年4月13日(2009.4.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）界面活性剤と連続水相中の分散炭化水素溶剤相を含み、ポリジオルガノシロキサン
以外のシリコーン樹脂とポリジオルガノシロキサンを含むか、ポリジオルガノシロキサン
以外のシリコーン樹脂とポリジオルガノシロキサンを縮合することにより得られる生成物
を含むシリコーン感圧接着剤エマルジョンを調製するステップと、
　ｉｉ）前記シリコーン感圧接着剤エマルジョンをベース組成物に添加するステップと、
　を含むヘアトリートメント組成物の製造方法。
【請求項２】
　前記シリコーン感圧接着剤エマルジョンの炭化水素溶剤が、イソドデカンである、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　ヘアトリートメント組成物が洗い流さないタイプの製品である、請求項１または２に記
載の方法。
【請求項４】
　ヘアトリートメント組成物がさらに、推進薬も含んでいる、請求項１から３のいずれか
に記載の方法。
【請求項５】
　前記推進薬が、炭化水素ガスである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ヘアトリートメント組成物がさらに、ヘアコンディショニング剤も含んでいる、請求項
１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　シリコーン感圧接着剤エマルジョンが、２０から８０重量％のシリコーン感圧接着剤を
含む、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　毛髪と、請求項１から７のいずれかに記載の組成物とを接触させることを含む、ヘアス
タイリング方法。
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【請求項９】
　ベタつきをともなわずにヘアスタイリングを与えるための、請求項１から７のいずれか
１項に記載のヘアトリートメント組成物の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　「シリコーン感圧接着剤」（ＳＰＳＡ）という用語は、ポリジオルガノシロキサン以外
のシリコーン樹脂およびポリジオルガノシロキサンを含んでいるか、ポリジオルガノシロ
キサン以外のシリコーン樹脂とポリジオルガノシロキサンを縮合することにより得られる
生成物を含む感圧接着剤に関する。これらの「感圧接着剤」（ＰＳＡ）材料は、室温で永
久に粘着性があり、単に接触した時、または軽い圧力を加えることによって、表面へ測定
可能な接着を作り出すことができる。一般に、これらは熱を必要としない。接着剤と付着
物との間に化学反応は発生せず、接着剤の硬化も必要でなく、接着プロセスの間に溶剤が
失われることも必要とされない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　本発明の状況において、次の２つの型のシリコーンＰＳＡが存在する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　ｉ）シリコーン感圧接着剤の１つの種類は、（ｉ）シラノールエンドブロックポリジオ
ルガノシロキサン流体、例えばポリジメチルシロキサンポリマー、および（ｉｉ）トリメ
チルシリルエンドブロックポリシリケート樹脂（例えばケイ素結合ヒドロキシル基を含有
するベンゼン溶解性樹脂コポリマーからなり、およびこのコポリマー中に存在する各四官
能性シロキシ単位に対して約０．６から０．９トリオルガノシロキシ単位の比において、
式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリオルガノシロキシ単位と、式ＳｉＯ４／２の四官能性シロキシ
単位（式中、各Ｒは、１から６個の炭素原子の炭化水素基からなる群から独立して選択さ
れる一価の有機基である）とから本質的になるシリケート樹脂）の混合物からなる。Ｄｅ
ｘｔｅｒらの米国特許第２，７３６，７２１号およびＣｕｒｒｉｅらの米国特許第２，８
１４，６０１号は、このようなシリコーン感圧接着剤または同様なシリコーン感圧接着剤
を教示している。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　ｉｉ）シリコーンＰＳＡの好ましい種類は、前記シリコーン流体と前記シリケートとを
縮合することによって調製される。この好ましい縮合反応において、シリケート樹脂とシ
リコーン流体とは、触媒量のシラノール縮合触媒の存在下に互いに混合され、ついでシリ
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ケート樹脂とシリコーン流体とは、例えば１から２０時間、還流条件下の加熱によって縮
合される。シラノール縮合触媒の例は、第一、第二、および第三アミン、これらのアミン
のカルボン酸、および第四アンモニウム塩である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】削除
【訂正の内容】
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　ｉ）の場合、好ましいシリコーンＰＳＡは、（ａ）少なくとも１つのシリコーンコポリ
マー樹脂４０から７０重量部、および（ｂ）少なくとも１つのポリジオルガノシロキサン
３０から６０重量部を含んでいる。ｉｉ）の場合、少なくとも１つのシリコーンコポリマ
ー樹脂の好ましい量は４０から７０重量部、少なくとも１つのポリジオルガノシロキサン
の好ましい量は３０から６０重量部である。シリコーン感圧接着剤組成物のシラノール含
量は、（ａ）、（ｂ）、または（ａ）と（ｂ）との混合物の少なくとも一部分を、少なく
とも１つの化学処理剤（ｃ）で化学処理することによって低下される。この化学処理剤は
、ケイ素結合ヒドロキシル基と反応して、この組成物のケイ素結合ヒドロキシル含量を低
下させる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　シリコーン感圧接着剤ｉ）は通常、典型的には約１から４重量％のケイ素結合ヒドロキ
シル基の量でケイ素結合ヒドロキシル基を含有し、式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリオルガノシ
ロキシ単位および式ＳｉＯ４／２の四官能性シロキシ単位を、存在する各ＳｉＯ４／２単
位に対して０．６から０．９Ｒ３Ｓｉ　１／２単位のモル比において含んでいる。２つま
たはそれ以上のこのようなコポリマーのブレンドも用いることができる。ポリジオルガノ
シロキサン成分を、コポリマー樹脂と共重合させることを可能にするため、および／また
はシリコーン感圧接着剤組成物を化学処理するために添加されているエンドブロッキング
剤と反応させることを可能にするために、少なくとも数パーセント、好ましくは少なくと
も０．５％のケイ素結合ヒドロキシル含量が存在すべきである。各Ｒは、独立して、１か
ら６個の炭素原子を有する一価の炭化水素基、例えばメチル、エチル、プロピル、イソプ
ロピル、ヘキシル、シクロへキシル、ビニル、アリル、プロペニル、およびフェニルを表
わす。好ましくは、Ｒ３ＳｉＯ１／２単位は、Ｍｅ３ＳｉＯ１／２単位であり、および／
またはＭｅ２Ｒ１ＳｉＯ１／２単位（式中、Ｒ１は、ビニル（「Ｖｉ」）またはフェニル
（「Ｐｈ」）基である）である。より好ましくは、樹脂コポリマー（ｉ）中に存在するＲ

３ＳｉＯ１／２単位の１０モルパーセント以下は、Ｍｅ２Ｒ２ＳｉＯ１／２単位であり、
残りの単位は、Ｍｅ３ＳｉＯ１／２単位（式中、各Ｒ２は、ビニル基である）である。最
も好ましくは、Ｒ３ＳｉＯ１／２単位は、Ｍｅ３ＳｉＯ１／２単位である。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００２５】
　シリコーンＰＳＡｉｉ）の好ましい種類は通常、エンドブロッキングＴＲＡＳｉＯ１／

２単位（式中、各Ｒは、上の段落中に規定されているものと同じである）で終了している
ＡＲＳｉＯ単位を含む、１つまたはそれ以上のポリジオルガノシロキサンを含んでいる。
各Ａ基は、例えばＲまたは１から６個の炭素原子のハロ炭化水素基などの基、例えばクロ
ロメチル、クロロプロピル、１－クロロ－２－メチルプロピル、３，３，３－トリフルオ
ロプロピル、およびＦ３Ｃ（ＣＨ２）５基から選択される。したがってポリジオルガノシ
ロキサンは、Ｍｅ２ＳｉＯ単位、ＰｈＭｅＳｉＯ単位、ＭｅＶｉＳｉＯ単位、Ｐｈ２Ｓｉ
Ｏ単位、メチルエチルシロキシ単位、３，３，３－トリフルオロプロピル単位、および１
－クロロ、２－メチルプロピル単位などを含有しうる。好ましくはＡＲＳｉＯ単位は、Ｒ

２ＳｉＯＲＲ’ＳｉＯ単位、Ｐｈ２ＳｉＯ単位、および両方の組合わせからなる群から選
択される（式中、ＲおよびＲ’は、上の段落におけるＲと同じであり、ポリジオルガノシ
ロキサン（ｉｉ）中に存在するＲ’基の少なくとも５０モルパーセントはメチル基であり
、（ｉｉ）の各ポリジオルガノシロキサン中に存在するＡＲＳｉＯ単位の総モルの５０モ
ルパーセント以下がＰｈ２ＳｉＯ単位である）。より好ましくは、各ポリジオルガノシロ
キサン（ｉｉ）中に存在するＡＲＳｉＯ単位のわずか１０モルパーセントは、ＭｅＲＳｉ
Ｏ単位（式中、Ｒは上記と同じである）であり、各ポリジオルガノシロキサン中に存在す
る残りのＡＲＳｉＯ単位は、Ｍｅ２ＳｉＯ単位である。最も好ましくは、ＡＲＳｉＯ単位
の実質的に全部が、Ｍｅ２ＳｉＯ単位である。各Ｔ基は、Ｒ、ＯＨ、Ｈ、またはＯＲ’基
（式中、各Ｒ’は、１から４個の炭素原子のアルキル基、例えばメチル、エチル、ｎ－プ
ロピル、およびイソブチル基である）である。Ｈ、ＯＨ、およびＯＲ’は、成分（ｉｉｉ
）のエンドブロッキングトリオルガノシリル単位との反応のための部位を提供し、同様に
、ポリジオルガノシロキサン（ｉｉ）上のほかのこのような基との、または樹脂コポリマ
ー（ｉ）中に存在するケイ素結合ヒドロキシル基との縮合のための部位を提供する。ポリ
ジオルガノシロキサン（式中、ＴはＯＨである）の使用は、ポリジオルガノシロキサン（
ｉｉ）が、ついで樹脂コポリマー（ｉ）と容易に共重合しうるので最も好ましい。適切な
触媒、例えばクロロシランが用いられる時に発生されるＨＣｌ、またはオルガノシラザン
が用いられる時に発生されるアンモニアがエンドブロッキング剤として用いられる時、こ
の場合には、トリオルガノシロキシ（例えばＲ３ＳｉＯ１／２、例えば（ＣＨ３）３Ｓｉ
Ｏ１／２、またはＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２ＳｉＯ１／２）単位を末端基とするポリジオル
ガノシロキサンを用いることができるが、この理由は、これらのトリオルガノシロキシ単
位のいくつかは、縮合反応が加熱をともなって実施される時に切断されうるからである。
この切断は、ケイ素結合ヒドロキシル基を暴露し、これはついで、コポリマー樹脂中のケ
イ素結合ヒドロキシル基と、またはエンドブロッキングトリオルガノシリル単位と、また
はＨ、ＯＨ、またはＯＲ’基、または切断反応によって暴露されたケイ素結合ヒドロキシ
ル基を含有するほかのポリジオルガノシロキサンと縮合しうる。異なる置換基を含有する
ポリジオルガノシロキサンの混合物も用いることができる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　このシリコーンＰＳＡエマルジョンは、適切な有機溶剤中でシリコーンＰＳＡを混合し
て分散相を生じることによって調製することができる。シリコーン感圧接着剤がシリコー
ン感圧接着剤エマルジョンの２０から８０重量％を構成するのが有利である。ＰＳＡ／溶
剤混合物は、１つまたはそれ以上の界面活性剤を用いて水中に乳化される。これらの好ま
しい界面活性剤は、アニオン性または非イオン性界面活性剤、特にアニオン性界面活性剤
と非イオン性界面活性剤とのブレンドである。
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【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０７
【訂正方法】削除
【訂正の内容】
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